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資料１－１：世界における最高ルミノシティーの推移

 
【出典：KEK 調べ】 

 
資料１－２：KEKB 加速器における最高ルミノシティーの推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典：KEK 調べ】 

世界における世界最高ルミノシティーの推移 
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資料２－１：組織改編対比資料  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料２－２：新規設置組織での活動事例 
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役 員 会

機構長

理 事

（以下省略）  

【平成 20 年度 機構組織図】 
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機構長
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教育研究評議会

機構長補佐室

素粒子原子核研究所
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物質構造科学研究所

物質構造科学研究所運営会議

放 射 光 科 学 第 一 研 究 系

放 射 光 科 学 第 二 研 究 系

中 性 子 科 学 研 究 系

ミ ュ オ ン 科 学 研 究 系

構造生物学研究センター

構造物性研究センター

加 速 器 研 究 施 設

加 速 器 第 一 研 究 系

加 速 器 第 二 研 究 系

加 速 器 第 三 研 究 系

加 速 器 第 四 研 究 系

加 速 器 第 六 研 究 系

加 速 器 第 五 研 究 系

加 速 器 第 七 研 究 系

（以下省略） 

【平成 21 年度 機構組織図】 

「研究系」を全て

廃止し、内部組織

にとらわれずに、

柔軟に研究活動を

推進できる組織体

制を構築。

「放射光」、「中性

子」、「ミュオン」所

属の教員が連携して

先端的研究を推進す

る組織体制を構築。 

物質構造科学研

究所の「放射光源

研究系」を「加速

器研究施設」に組

織替えすることに

より、加速器関連

の業務を一体的に

行う体制を構築。

構造物性センター研究会「相関電子と構造物性」を開催 
    
2 月 22・23 日、高エネルギー加速器研究機構にて構造物性研究センター（CMRC）研究会を開催しまし

た。本センターは物質構造科学研究所がもつ放射光・中性子・ミュオン・低速陽電子という４種の量子

ビームの相補的な利用と、KEK 外部の研究者との密接な研究協力することにより、独創的かつ先端的な

研究を展開し、物性科学分野の世界的研究拠点となることを目的として、平成 21 年 4 月 1 日に発足した

ものです。 
  
以来頻繁にセミナー等を開催し、今回「相関電子と構造物性」についての理論的研究を中心とした研究

会の開催に至りました。村上洋一センター長による CMRC の概要説明、挨拶に始まった研究会では、電

場によって磁気制御できるデバイスの可能性など、物質のもつ可能性の探求と実現性への挑戦について

各分野で活発に議論されました。 
  
本研究会には、大学や研究機関など 11 機関からの講演者を含めて 30 名を超える参加者の盛会となりま

した。 

【出典：KEK ホームページ記事（トピックス：平成 22 年 2 月 26 日）等】

【出典：KEK 機構組織図（抜粋）等】
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資料３－１：若手研究員等の雇用状況 
 
 若手研究員等の受入れ制度による雇用状況 

 
 
 
 
資料３－２：若手研究者の参加するプロジェクト例

【出典：KEK 調べ】

【出典：KEK プレスリリース資料から抜粋：日刊工業新聞（平成 20 年 3 月 11 日）等に掲載

された。】 

独立行政法人日本原子力研究開発機構【理事長・岡﨑俊雄】（以下、機構という）量子ビ

ーム応用研究部門の羽島良一グループリーダー、大学共同利用機関法人高エネルギー加

速器研究機構【機構長・鈴木厚人】加速器研究施設の山本将博特別助教、国立大学法人広

島大学【学長・浅原利正 】先端物質科学研究科の栗木雅夫教授および国立大学法人名古

屋大学【総長・濵口道成 】理学研究科の中西彊教授らの共同研究グループは、高輝度大電

流電子ビームを発生する光陰極直流電子銃 1)として、世界最高の 500kV の電圧を達成しまし

た。 

これにより、放射性同位体の非破壊分析、貨物中の核物質や爆発物の検知を可能する大

強度γ線源や化学反応リアルタイム観測、生体細胞の高分解能イメージングを可能にする高

輝度・短パルス X 線源などの次世代光源実現への道を開きました。 

次世代Ｘ線放射光源、自由電子レーザーの開発を目的としたエネルギー回収型リニアック

(ERL)2)の研究が、本共同研究グループのほか、米国（ジェファーソン研究所、コーネル大学、

ブルックヘブン研究所）、英国（ダレスベリー研究所）、ドイツ（ベルリン・ヘルムホルツ研究所）、

中国（北京大学）などで進められています。この光源を実現するためには、高品質の電子ビ

ームを大電流で発生可能な 500kV 以上の電圧を持った光陰極直流電子銃の開発が必須と

されてきました。しかし、この電子銃で 500kV を達成することは容易でなく、世界の ERL 計画

が開始された 2002 年ごろから現在まで、さまざまな失敗が繰り返されてきました。 

共同研究グループは、今回、電圧が一様に印加できる分割型セラミック管とその中央に設

置される金属支柱からの電界放出電子がセラミック管壁に衝突することを防ぐためのガードリ

ングを採用し、この形状を最適化しました。その結果、500kV の安定な電圧印加に成功しまし

た。これにより、高輝度大電流電子ビーム発生が可能となり、ERL 型次世代放射光源の実現

が可能になりました。 

本研究の一部は文部科学省の「量子ビーム基盤技術開発プログラム」によるものです。なお、

本研究の成果は、Review of Scientific Instruments 誌掲載に先立ち、同誌の電子版に 2010

年 3 月 10 日（現地時間）に掲載される予定です。 

独立行政法人日本原子力研究開発機構 

大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 

国立大学法人広島大学 

国立大学法人名古屋大学 

次世代光源用の直流電子銃で世界最高の 500kV の電圧を達成 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

研究機関研究員 37 31 13 2 - -

博士研究員 - 3 19 28 30 23

研究員（非常勤含む） 27 37 37 40 47 49

特別助教 - - - - 2 8

特任助教 - - - - 0 9

招聘研究員（若手向け改正後） - - - - - 2

合　　　計 64 71 69 70 79 91
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資料４－１：J-PARC 中性子回折実験装置の世界最高分解能達成に関するプレスリリース 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料４－２：J-PARC における世界最高強度のミュオン発生に関するプレスリリース 
 
 

Ｊ－ＰＡＲＣ(MLF)にて１パルス当たり世界最高強度のミュオン発生を確認 

― ナノスケールでの磁気的状態や物質中の水素の働きを解明できる最高性能の 

ミュオン実験装置の実現に期待 ― 

 

 

茨城県東海村で運転中の大強度陽子加速器施設（Ｊ-ＰＡＲＣ）※１では、平成 21 年 12 月に試

験的に行った陽子ビーム高出力運転において、物質・生命科学実験施設(MLF)に設置したミュ

オン※2 実験装置で発生したミュオン数を実測した結果、世界最高強度のパルスミュオン※3 が発

生していたことを確認しました。 

高強度のパルスミュオン発生により、物性物理学や原子分子物理学の分野における基礎的

研究が格段に進展するのみならず、磁性材料、超伝導材料、燃料電池材料等の環境技術に繋

がる研究開発等、様々な応用分野の発展につながる物質・生命科学研究への利用が期待され

ます。 

 

 

● 概 要 

独立行政法人日本原子力研究開発機構（理事長 岡﨑俊雄）と大学共同利用機関法人高エ

ネルギー加速器研究機構（機構長 鈴木厚人）の共同運営組織である J-PARC センター（センタ

ー長 永宮正治）では、光速近くまで加速した高エネルギー陽子により生み出される大強度量子

ビーム※4 を基礎研究や産業利用に供する施設の運転とビーム利用研究を行なっています。 

 

ミュオン（ミュー粒子）は、湯川秀樹博士がその存在を予言したパイ中間子※5が崩壊してできる

不安定素粒子※6 です。パイ中間子は、光速近くまで加速した陽子ビームをグラファイト（黒鉛）製

の標的に照射して造り出すことができます。電荷と磁気モーメント※7 をもち、原子からの磁気を敏

感に捉える素粒子であるミュオンは、物質に注入・停止後のミュオン崩壊過程を観察することで、

注入された物質が持つナノスケールでの磁気構造や機能の解明に利用されるほか、物質中に

含まれる水素の状態や働きを解明するための有力な手段です。世界最高強度のミュオンビーム

によって得られる従来にない高い測定精度を用い、物性物理学や原子分子物理学の分野にお

ける基礎的研究に加え、磁性材料、超伝導材料、燃料電池材料等の環境技術に繋がる研究開

発等、様々な応用分野、産業の発展につながる物質・生命科学研究が計画されています。 

同ミュオン装置では、平成 20 年 9 月に初ミュオン発生、同年 12 月には 20 kW の陽子ビーム

出力で本格的な供用運転を開始、その後、平成 21 年 11 月以降には 120kW に上昇した加速器

の性能の向上に従ってミュオン強度を上昇させてきました。そして平成 21 年 12 月 10 日、試験

的に陽子ビーム出力を 300 kW にまで上昇させ、加速器の調整を行うと同時に、ミュオン装置に

導き高強度パルスミュオンの発生を行うとともに、その前後で 120 kW での定常（連続）運転にも

成功しました。 

 120kW での定常運転の陽子ビームにおいて、検出器を用いてミュオン数を実測し、その後詳

細な解析を行った結果、１パルス当たり 7 万 2 千個のミュオンが実験エリアに飛来してきているこ

とが確認されました。また 300 kW 運転時には、その約３倍（18 万個）のミュオン強度が得られる

事も確認され、これにより英国の同種ミュオン源で得られる１パルス当たりミュオン数約３万個を

上回り、世界最高強度のパルスミュオン発生に成功したことが確認されたものです。 

J-PARC では目下、300 kW の安定供給に必要な整備を進めており、今後、陽子加速器の一

層の高出力化のための整備・調整を進め、所期の目標である１ MW（1,000 kW）にまで上昇させ

る計画です。これによりミュオン強度もさらに上昇することが見込まれます。世界最高レベルのパ

ルスミュオンビームを利用し、物質科学や生命科学等の分野で世界をリードする最先端の研究

成果の創出や、材料開発、製品評価等を狙った産業利用への展開が期待されます。 

ミュオン源 1 パルスあたりのミュオン数 

J-PARC（ミュオン） 

(２５Hz) 

  72,000 個(120kW)，  

180,000 個(300kW) 

英国ミュオン施設  

（５０Hz） 
    30,000 個(160 kW) 

J-PARC の中性子回折実験装置が世界最高の分解能を達成 
 

大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構（機構長 鈴木厚人 以下｢高エネ機

構｣）と独立行政法人日本原子力研究開発機構（理事長 岡﨑俊雄 以下｢原子力機構｣）の共同

運営組織である J-PARC センター（センター長 永宮正治）は、大強度陽子加速器施設 J-PARC１)

の今年 12 月の一部施設利用開始を目指して調整運転を進めています。 

このうち、物質・生命科学実験施設(MLF)の「超高分解能粉末中性子回折装置 SuperHRPD２)」

が、機器調整過程の平成 20 年 6 月末、世界最高の分解能３)を達成したことを、データ検証の結果

確認いたしました。 

今年 12 月に中性子利用実験を開始する J-PARC は、SuperHRPD を初めとする高性能実験装

置が幅広いユーザーに利用され、最先端研究の進展に大きく貢献することが期待されています。

 

●概要 

J-PARC は、光速近くまで加速した高エネルギー陽子をターゲットに衝突させることにより生み

出される大強度量子ビーム４)を利用して多様な実験を行う研究施設であり、このうち MLF は核破

砕反応５)により強力なパルス状中性子を生み出す施設です。 

SuperHRPD は MLF の中性子利用ビームライン、BL-08 に設置された実験装置です。粉末にし

た物質に様々な角度からパルス状の中性子を照射し、通過する中性子線の強さを解析することに

より物質中の原子の位置や並びなどを調べることができます。今回 SuperHRPD が達成した世界

最高の分解能となる 0.037％という値は、英国ラザフォード・アップルトン研究所が持つ同種装置

の分解能 0.05％を上回る値で、SuperHRPD が世界有数の高性能な実験装置であることを意味し

ます。今回の成果は、高エネ機構と原子力機構における高性能パルス中性子源の開発と、100 メ

ートルに及ぶ長尺ビームラインで中性子を輸送する技術、高性能計測技術等を結集して達成した

ものです。 

本成果により、物質の原子レベルでの構造をより詳細に知ることが可能となります。SuperHRPD

は世界最高性能の実験装置として、磁性や誘電性等を併せもつマルチフェロイック物質 6)や強相

関電子系物質 7)などに関する、最先端の物質構造科学研究への貢献が期待されています。 

【出典：KEK プレスリリース資料から抜粋：日本経済新聞（平成 20 年 7 月 18 日）等に掲載された。】

【出典：KEK プレスリリース資料から抜粋：読売新聞（平成 22 年 3 月 16 日）等に掲載された。】

世界のパルスミュオン源の 
ミュオン強度比較表 
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資料５：共同利用実験課題審査の流れ 
 
 

【出典：KEK 課題審査フロー図等】

※「課題審査システムの概略」 
「課題審査システム」は、これま

で紙媒体で処理を行っていた共同利

用実験の課題審査業務を電子化して

業務の効率化を図るものであり、「課

題申請システム」により受理された

課題申請書等のデータを「課題審査

システム」に取り込み、レフェリー

の推薦・決定、審査処理、申請者へ

の採否の通知などの審査関連の処理

をシステム上で行うものである。 

が、「課題審査システム」上

で行う処理。 
※課題審査システム上で処理を行

う主な事項 
① 実験ステーション担当者コメ

ント入力及びレフェリー推薦 
② 化学薬品取扱者コメント入力 
③ 放射線取扱い担当者コメント

入力 
④ その他安全担当者等コメント

入力 
⑤ レフェリー・審査分科の決定処 

 理 
⑥ レフェリー審査処理 
⑦ 分科会担当者による審査処理 
⑧ 共同利用実験審査委員会 
（PAC）資料作成 

⑨ 全体審査(共同利用実験審査委 
員会（PAC）) 

⑩ PAC 審査結果処理 
⑪ 審査結果仮通知 
⑫ 運営会議資料作成 
⑬ 実験ステーション担当者への 
採択結果連絡 

⑭ 条件付き課題の処理 
⑮ 審査結果本通知（採択・不採択） 






